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研究者の産学間知識交換ネットワーク

○村上由紀子（早稲田大学）

 はじめに

先進国では 年代から コラボが強化され、関心を集めてきた。しかし、産と学との制度的距

離や志向の違い等により、産学の連携は容易ではないことも議論されてきた

’ 。すなわ

ち、主に大学で行われている科学的研究の主な目標は、現存の知識ストックに新しい知識を加え、その

知識をできるだけ広く広めることであり、大学の研究者は発見のプライオリティに価値を置いている。

しかし、産業界の研究開発は私的知識の所有から派生する利潤を増やすことを目標としているため、企

業は知識を秘匿したり拡散を防いだりする。また、リクルート、インセンティブシステム、意思決定プ

ロセス、価値・規範においても産学には大きな違いがあり、それが制度的距離となって産学連携は容易

ではない。

そこで、技術移転オフィス や共同研究センター（

など、産学の連携を促進・サポートする組織がつくられたが

、大学の技術を産業がライセンス化する際や産

学間の技術移転において、大学の技術移転オフィスよりも産学の研究者のパーソナルなつながりの方が

重要だという研究もある（ ） 。したが

って、知識移転のための産学の研究者間のパーソナルネットワークについて深く知ることは重要である

が、それについてこれまでのところ十分な研究が行われていない。

例えば、上述のような産学の制度的距離のために、学の研究者にとって、産業界の研究者とのネット

ワークは、組織内の研究者や組織外の学の研究者とのネットワークと比べて、タイの強さや交換する知

識の性質に違いがあると予想されるが、その事は実証研究によって明らかにされてはいない。さらに、

産学の研究者ネットワークのタイに限定しても、強いタイと弱いタイがあると予想される。後述のよう

に、タイの強さは知識交換の成否や交換される知識の性質に影響を与えることが議論されてきたが、産

学の研究者ネットワークのタイの強さに影響を与える要因に関する研究も不足している。特に、産学連

携をサポートするオフィスの関与により作られたタイは、研究者同士が自発的に形成したタイと比べて

強いか否かを検証することは、政策の観点からも重要である。

そこで本研究は、産学間のパーソナルネットワークのタイは、学学間のタイと比べてタイの強さや交

換される知識に関してどのような違いがあるのか（リサーチクエスチョン１）、産学間のパーソナルネ

ットワークのうち、産学連携をサポートする組織が介在して形成されたタイは、研究者間が自主的に形

成したタイよりも強いのか（リサーチクエスチョン２）という課題に取り組む。本稿では紙幅の制限の

ため、以下においてリサーチクエスチョン１の分析結果についてのみ記述する。

 
 タイの強さ

強いタイと弱いタイはどちらが知識の獲得に役立つのであろうか？個別のタイの強さに着目した研

究によると、強いタイは知識フローにプラスの効果をもつ。すなわち、強いタイで結ばれた二者の間に

は情愛や信頼関係があり、サポートの動機があるために

、複雑な情報や占有の情報でも安心して交換される（ ）。特に、不確実性が

ある場合には信頼が情報・知識のフローを促す 。さらに、強いタイで結ばれた二者

は共通の考えやコミュニケーションの方法をもつ傾向があり、これにより知識交換を行いやすいことも

強いタイがプラスの効果をもつ原因とされる 。

一方、ネットワークの構造や二者の社会的距離に着目してタイの強さを議論する場合には、強いタイ

が知識フローに与えるプラスの効果もマイナスの効果も指摘されている。すなわち、強いタイは凝集的

なネットワークに埋め込まれていることが多く、リダンダントなタイになりがちで、新しい情報の獲得
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には適さない 。逆に、弱いタイは社会的な距離の大きいアクターにまで到達

することができるため、斬新な知識ソースになる傾向がある（

）。ただし、複雑な知識や暗黙知を移転する場合や行動を起こすために確

認と複数のソースからの補強が必要な場合には、むしろリダンダントな構造に埋め込まれた強いタイが

知識フローを促進する 。

 データとネットワーク保有の状況

本研究ではリサーチクエスチョンへの答えを見出すために独自のアンケート調査で得られたデータ

を利用する。アンケート調査は日本の国立大学と国立研究所に勤務する研究者を対象に 年に行わ

れ、それにより の有効回答が得られた。アンケート調査の詳細と回答者の主な属性については村

上（ ）を参照されたい。回答者には、「同じ研究機関の研究者」、「国内の他研究機関（官・学）の

研究者」、「民間企業の研究者」について、過去１年間に知識・情報交換を最も多く行った人を思い浮か

べてもらい、その人との交流の頻度、期間、交換する知識の内容、知り合ったきっかけなどについて質

問を行った。各カテゴリーにつき誰も思い浮かばなかった場合は、そのカテゴリーの研究者とタイが形

成されていないとみなした。

まず、表 には知識交換を行う相手のアクター別ネットワークの種類と各タイを通じて吸収される知

識の種類が示されている。同じ研究機関の研究者よりも他の研究機関の研究者とネットワークを保有し

ている人の方が若干多いことは注目に値する。民間企業の研究者とのネットワークは相対的に少ないが、

それでも 人がそれを保有している。また、注目すべきはそのネットワークを通じて吸収する知識の

違いである。同じ研究機関の研究者からは問題解決知識、他の官学の研究者からは先端知識、民間企業

の研究者からは研究・技術のシーズを主に吸収しており、研究者は目的に応じてネットワークを使い分

けている。

表１ ネットワークの種類別吸収する知識

単位：人

ネットワークの種類

吸収する知識

同じ研究機関 他の研究機関（官学） 民間企業

先端知識

研究・技術のシーズ

問題解決知識

ネットワークを保有する研究者数

 タイの強さの分析モデル

次に、産学間のパーソナルネットワークのタイは、学学間のタイと比べて弱いか否かという問題を分

析する。ここでは、各カテゴリーについて、思い浮かんだ相手と過去 年間に知識を交換した頻度が

か月に 回以上であれば、その相手との間に強いタイが形成されているとみなす。

図１ 分析のフレームワーク

図 に基づいて、タイの強さ（強いタイ＝ 、弱いタイ＝０）を被説明変数とする階層的ロジスティッ

ク分析を行う。ネットワークは 種類あり、同じ研究機関をベースカテゴリーとする。コントロール変
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数には、回答者側の属性や能力、環境などが含まれる。能力変数については、「同じ専門分野の研究者

の平均より優れた専門知識・技術をもっている」「英語でのコミュニケーション能力に自信がある」「他

者に対してうまく説明して理解してもらえる能力に自信がある」「他者の知識・情報を吸収して理解で

きる能力に自信がある」の つの各項目について、５段階のリッカートスケール（該当しない ～該当

する＝５）で測った回答を用いる。主成分分析を行ったところ、固有値が 以上の主成分が一つ抽出さ

れたため、その主成分得点を能力変数として用いる。環境変数については、村上（ ）を参照された

い。能力や環境に恵まれた研究者は所属する機関外の研究者とネットワークのタイを形成しやすく、形

成されたタイも強いと予想される。また、転職経験のある研究者は以前の勤務先の研究者と信頼関係を

築き、共通の考えやコミュニケーションの方法をもっている可能性があるため、組織外の研究者と強い

タイを形成している可能性がある。

 分析結果

回答者のうち、分析に必要な項目すべてに回答した人を対象に、階層的ロジスティック分析を行った

結果が表 2 である。2534 のタイのうち、同じ機関の研究者とのタイは 936，国内の他研究機関（産学）

の研究者とのタイは 942，民間企業の研究者とのタイは 656 である。表 2 の(1)と(2)のモデルの違いは、

ネットワークの種類を示す 2 つの説明変数の有無である。この二つの変数を含めることによって、カイ

2 乗値は大幅に上昇する。国内他機関ダミー変数と民間企業ダミー変数の係数はいずれも１%水準で有

意にマイナスであり、しかもオッズ比は前者が 0.188，後者が 0.095 で後者の方が小さい。すなわち、

同じ研究機関の研究者とのネットワークのタイと比べて、国内他機関の研究者とのタイや民間企業の研

究者とのタイは知識交換の頻度ではかると弱い傾向が見られ、しかも民間企業とのタイは国内の官学の

研究機関とのタイよりも一層弱いことがわかる。ここに制度的距離のタイの強さに対するマイナスの効

果が表れている。ただし、先行研究において弱いタイは社会的な距離の大きいアクターにまで到達する

ことができ、斬新な知識ソースになる傾向があると指摘されているように、表１においても民間企業の

研究者との弱いタイは、研究や技術のシーズを吸収するために使われている。逆に最も強い同じ研究機

関の研究者とのタイは問題解決知識のために使われている。 
表 分析結果

説明変数 係数 オッズ比 係数 オッズ比

定数

年齢

性別

工学

生命科学

医学

国研

管理業務

テニュア

転職

能力

研究環境

国内他機関

民間企業

χ

注）１． ＝ ２．カッコ内は標準誤差 ３．

４． はダミー変数を表す。

 ディスカッションと研究の発展

国立大学や国立研究機関の研究者が、所属する機関外の研究者と知識交換を行う頻度は同じ組織内の

研究者と行う頻度よりも少ない。しかも、制度的距離の小さい他大学や他の国研の研究者よりも、制度
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的距離の大きい民間企業の研究者とのタイを保有する人の数は少なく、かつタイが形成されていても、

そのタイは前者のタイよりも弱い。言い換えれば、大学や国研の研究者にとって、民間企業の研究者と

強いタイを築くことは容易ではない。上述のように、弱いタイには役目があるが、研究・技術のシーズ

探索を超えて、産学が連携して研究開発を行うためには、強いタイを形成する必要が生じるであろう。

そこで、次に、どのような関係のもとで築かれた民間企業のタイが強いのかを分析する必要がある。民

間企業の研究者とタイを築いている人のうち、そのきっかけについて回答した 645 人の内訳は表 3 の通

りである。このようなきっかけの違いがタイの強さに影響を与えている可能性がある。特に、研究者同

士が自発的に形成したタイと所属する研究機関の産学連携推進部署が介在して形成されたタイの強さ

の違いを分析することは、産学連携組織をサポートする政策の効果を分析する上でも重要である。 
表 民間企業の研究者と知識交換を始めたきっかけ（複数回答）

学生時代の友人、先輩・後輩、先生 人 自分の教え子

職場の同僚、元同僚 等 研究者仲間の紹介

所属する研究機関の共同研究等の斡旋 学会・研究会

先方からの直接のアプローチ その他

回答者数
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